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東洋大学／福祉社会開発研究　12号（2020年3月）
（２）若者施策の評価・検証
今回は、若者実態調査をもとに、ねつせた！箇所 ｢
⑫若者の主体的な取り組みを支援する仕組みの構築｣
を抜粋し報告する。なお、その他全体報告は、世田谷
区ホームページを参照いただきたい。（https://www.
city.setagaya.lg.jp/mokuji/kodomo/010/001/d00154737.
html）
現　状
・ ねつせた！のTwitterの月間閲覧数は、95,292人（平
成30年12月時点）、フォロワー数は1,072人（平成31年
1月時点）と増加中。若者メンバーによる記事の投稿
数は年間 474本（平成30年度）にものぼり、精力的に
活動している。
・ メンバーは現在20人程度。当初は大学生が中心であっ
たが、高校生も加わるようになっている。
・ ヒアリングからは、参加するメンバーの「納得感」が
重視されていることがわかった。前例の少ない試みで
あるため、進め方については関わるメンバーによる話
し合いが丁寧に行われており、「他者の意見を否定し
ない」という独自の決まりも採用されていた。
・ 情報発信メディアとしては発展途上であるが、参加し
ている若者メンバーにとって「ねつせた！」が居場所
の一つとなっていることは確認できた。
・ 若者にとってSNSとは何か？という質問をメンバーに
投げかけたところ、『SNSは情報源であり、コミュニ
ティ。多数の人とつながることもできるけれど、誰で
もない自分にもなれる場所。逃げ場所にもなる。』と
いう回答が返ってきた。
・ SNSもバーチャルな「居場所」の１つである。「ねつ
せた！」を発信する若者、そこにつながる若者両方の
ためにこの先もこのメディアを育てていきたいと感じ
る。
現状に対する評価
世田谷区では ｢若者が力を発揮する地域づくり｣ を
政策の一つとして、若者支援施策を推進してきた。子
ども・若者部に若者支援担当課を設置して５年以上経
過してきたが、全体を通して認知度が低い実態がみえた。
区が取り組むべきこと
・ 若者と地域の大人、行政職員が協働しながら若者の文
化・情報の発信を支援
若者の社会に向けた文化・情報の発信の支援のために
は、若者と関わる部署だけではなく区の職員全体の認
知度を上げ、まちづくりセンターや教育委員会、福祉
部局などと横断的に繋がることも重要。若者主体の事
業は、「学生による運営」や「斜めの関係」というコ
ンセプトがどうであったのか事業の総括を丁寧に行う
必要がある。引き続き支援を行うことを前提に、学生
スタッフの意見をとりいれ事業の軌道修正を実施する。
・ 「情熱せたがや、始めました。」（略）「ねつせた！」の
更なる充実
関係機関が横断的に繋がることで理解ある連携先が拡
がり、学生が発信する情報ソースに多様性が生まれる
だけでなく、学生スタッフの活動への後方支援につな
がると思われる。
４.おわりに
最近では ｢ねつせた！｣ が先進事例として、庁内所
管に認知されつつある。なお、若者は支援される側だ
と思われがちであったが、共に社会をつくっていくパー
トナーであることを訴え続けていく必要がある。
注）
 本事業は、東洋大学福祉社会開発研究センター森田明美
研究員、林大介客員研究員を委員に含む世田谷区子ども・
青少年協議会の協力のもとに創設と実施をし、地方自治
と子ども施策全国自治体シンポジウム立川2019で報告を
したものである。
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